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生
涯
活
躍
の
ま
ち（
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

）と
は

　
「
地
方
創
生
」
の
取
り
組
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
明
記
さ
れ
、

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
（
日
本
版
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
）」
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
中
高
年
齢

者
が
希
望
に
応
じ
て
、
地
方
や
「
ま
ち

な
か
」
に
移
り
住
み
、
地
域
の
多
世
代

の
住
民
と
交
流
し
な
が
ら
、
健
康
で
活

動
的
な
生
活
を
送
り
、
必
要
に
応
じ
て

医
療
や
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

江
別
版
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」

　

江
別
市
は
、
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
も

と
に
、
江
別
版
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」

構
想
を
平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
構
想
で
は
、
市
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
、
ま
た
、
若

年
層
や
障
が
い
者
な
ど
多
様
な
主
体
が

交
流
で
き
る
「
共
生
の
ま
ち
」
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
麻
元
町
の
旧
札
幌
盲
学
校

跡
地
の
一
部
を
拠
点
地
域
と
し
、
令
和

３
年
３
月
の
開
設
を
目
指
し
て
整
備
を

進
め
て
お
り
、
モ
デ
ル
地
区
と
位
置
付

け
た
大
麻
地
区
全
体
か
ら
江
別
市
全
体

に
波
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

詳
細 

政
策
推
進
課
☎
381
‐
１
０
３
３

江別市生涯活躍のまち  -  具体化に向けて -

※

　

生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

な
ど
を
定
め
る
「
江
別
市
生
涯
活

躍
の
ま
ち
形
成
事
業
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

中
高
年
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

の
就
労
や
社
会
的
活
動
、住
ま
い
、

医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
に
つ
い

NEWS

江
別
市
生
涯
活
躍
の
ま
ち

「
形
成
事
業
計
画
」
策
定

・市内４大学、商店街、

  自治会等との連携

・温泉を活用した健康づくり

・住民の移動手段の確保

・拠点地域内における中高年齢者等の就業の場の整備

・コーディネーターによる就労相談窓口での情報提供

やマッチング

・多世代が集い交流できる場の提供

・4大学との連携による市民向け

講座への参加の推進

・パークゴルフ場の整備

中高年齢者や障がい者の就業 /

生涯にわたる学習活動 /社会的活動への参加

中高年齢者向け住宅

・サービス付き高齢者向

け住宅の整備・運営

保健医療サービス・福祉サービス

・特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、看護小規

模多機能型居宅介護事業所の整備・運営

・障がい者就労継続支援Ａ型事業所の整備・運営

・障がい者就労訓練グループホームの整備・運営

・地域医療機関との連携

中高年齢者の移住促進

・コーディネーターによる移

住情報の発信と相談対応

・企業主導型保育所の

 整備・運営

・「あそびのひろば」開催

地域住民が生涯にわた

り活躍できる魅力ある

地域社会の形成

て
一
体
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
す

る
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
を
大
麻

元
町
の
旧
札
幌
盲
学
校
跡
地
に
整

備
す
る
た
め
、
地
域
再
生
推
進
法

人
（
社
会
福
祉
法
人
日
本
介
護
事

業
団
）
を
実
施
主
体
と
し
、
江
別

市
・
自
治
会
・
市
内
４
大
学
・
商

店
街
等
が
連
携
し
て
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

こんな事を予定しています！

個別の事業・取り組みの主な内容

子育て支援

002-003.indd   2 2020/04/17   18:33:24



3 広報えべつ 2020.53 広報えべつ

生涯活躍のまち拠点イメージ図  （大麻元町 154 番地：旧札幌盲学校跡地）
※
米
国
で
普
及
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（Continuing Care Retirem

ent Com
m

unity

）
が
発
祥
。
健
康
時
か
ら
介
護
時
ま
で
継
続
的
ケ
ア
提
供
す
る
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
意
味
す
る
。

 主な施設一覧

４
番
通

①交流農園

③サービス付き

高齢者向け住宅

⑥パークゴルフ場

①入浴施設

④就労継続支援Ａ型

事業所（レストラン）

②介護老人保健施設

④障がい者就労訓練

グループホーム

②看護小規模多機能

型居宅介護事業所

④就労継続支援Ａ型

事業所（パン工房） ②特別養護老人ホーム

１２丁目通

①地域交流スペース

⑤企業内保育所

「生涯活躍のまち」名称を募集します！

　（福）日本介護事業団では下記の要件で生涯活躍のまちの

名称を募集しています。

応募条件：１人１点限り。次の条件を満たすこと

●　短い表現で親しみやすく「生涯活躍のまち」「共生のまち」

　 にふさわしいもの

●  自作で未発表のもの

●  受賞作品の著作権は事業団に帰属し、著作者人格権を

　 行使しないことに同意すること

応募期間：4月 3日㈮～ 5月 15 日㈮

応募資格：江別市在住又は在勤・通学の方 (予定者も含む )

応募方法 : 名称（ふりがな）、名称の説明（100 字以内）、氏名、年齢、

住所、電話番号、勤務先または学校名と所在地を記入し、メール・

郵送・ファクス・持参

賞品：最優秀賞５万円、優秀賞１万円の商品券（学生は図書券）

提出先・詳細 : つしま医療福祉グループ本部 生涯活躍のまち担当

〒 004-0839 札幌市清田区真栄 434 番地６アンデルセン福祉村

☎ 885-2305   887-5035  E-mail：ebetsu-ccrc@note.or.jp

※持参のみ政策推進課（市役所 2 階）または開設準備室（大麻第

二住区会館内）で受け付けます

事業団では「生涯活躍のまち」

Facebook を開設しています！

　今後は「開設準備室（大麻第二住区会館

内☎ 807-7260）」で日本介護事業団を中心

に PR や相談を受け付けるとともにワーク

ショップなどを通して市民の皆さまのご意

見を施設の整備運営に活かしていきます。

① 地域交流スペース・交流農園・入浴施設

・各種イベントの開催、市民夏祭りへの参加など

・利用者や地域住民の交流の場として活用

② 介護老人保健施設・特別養護老人ホームなど

・特別養護老人ホーム80床、介護老人保健施設80床、

看護小規模多機能型居宅介護事業所 登録定員 29 人

③ サービス付き高齢者向け住宅

・入居希望者の意向を反映して整備 50 戸

④ 就労継続支援 A型事業所など

・障がいのある方の事業所として 「パン工房」と
「カフェ」を整備

・レストランでふぐ料理を提供 

・障がい者就労訓練グループホーム　定員 20 人

⑤ 企業内保育所：定員 30 人

・施設内職員用のほか地域の  
方も一部受け入れ

⑥ パークゴルフ場

・入居者や地域住民などの交流

の場としてコースを整備
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